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両側に取り付けられている場合※1

片側に取り付けられている場合※1

※１　中井博，北田俊行，大南亮一：曲線桁腹板における中間垂直補剛材の一設計法
　　　土木学会論文集　第 362 号　1985.10

3-10 曲線Ⅰ桁の垂直補剛材間隔および剛比 （阪神高速道路公団，曲線桁設計の手引き（案）昭和６３年１０月）

本項は多主桁の曲線Ｉ桁橋（腹板材質：SM400，SM490Y）を対象としているため，参考とする場合はその点に注意する
必要がある。


